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図８．実践後の児童の知っている天白川の生き物の種類とその人数
柴田真介／地域の自然との関わりを深める生活科学習
のが，実践後は，アメンボ，フナ，カメ，オタマジャクシの４種類を答えた（図８）。
地域を流れる天白川で生き物を捕る活動を行ったことにより，地域の自然とのかかわ
りを深めていったことが分かる。この実践によって，児童は，地域の自然に対し，次
のような見方や考え方ができるようになった（表16）。
表16．本実践後の天白川に対する児童の意識
Ａ子： 天白川は「ぬるぬるして気持ち悪い」と考えていたが，「かわいい生き物がいっぱ
いいて楽しい」と考えるようになり，夏休みにも遊びに行くようになった。
Ｈ男： 「自然からのおたより」に「きのう天白川で遊んでいたら，自然を壊しているよう
なものを見たよ。橋の上からたばこを捨てるのを見たよ。一瞬びっくりしたよ」と
あった。自然環境を大切にしないといけないという意識が芽生えてきた。
Ｔ子： 「自然からのおたより」に「公園でスズメが紐に絡まっていたので，かわいそうだ
と思って紐をほどいてあげました」とあった。生命を大切にする心が育ってきた。
　これからも，地域素材を身近に感じるような活動を構成し，地域の自然とのかかわ
り方をより深める生活科学習のあり方を探求していきたい。本学級の児童を２年間受
け持ち，私は「好奇心いっぱいに自然の中で思う存分活動できる児童」を目指し実践
してきた。児童の生活の中にはまだまだ電子ゲームの影響が根強く残っている。しか
し，この２年間の実践は「子供の自然離れ」の歯止めにはなったのではないだろうか。
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